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練習問題1

干渉グラフを示す．
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練習問題2

GCアルゴリズムを適用したときの彩色結果を示す。
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図 1 GCアルゴリズム彩色結果
練習問題3

QPアルゴリズムの適用結果を示す。
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図 2 QPアルゴリズムの結果
練習問題4

あらかじめ、GCによる結果を示す。
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図 3 GCによる結果

CCとICCアルゴリズムについて以下に示す。
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図 4 CC(M=1010110100)
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図 5 ICC(M=1010110100)
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図 6 CC(M=0011001100)
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図 7 ICC(M=0011001100)
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図 8 CC(M=0010000100)

[image: image10.png]



図 9 ICC(M=0010000100)

練習課題5

CPアルゴリズムについて結果を示す。
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図 10 CP(M=101011010)
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図 11 CP(M=001100110)
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図 12 CP(M=001000010)

練習課題6

QPSアルゴリズムについて
それぞれのcolored tripleは、互いのノードを共有しない。これが、復元する際の前提条件となる。

QPSアルゴリズムの適用結果とGCアルゴリズムの適用結果から、色とエッジの変化が分かる。QPSアルゴリズムによって変化させられた色はグラフ全体で独立した色になる。
(1) QPSアルゴリズムと同様に、V1からVn-2までを走査する。

· その頂点が変化したエッジを有する場合、始点をVi、終点をVjとする。ただし、その頂点はcolored tripleではないこと。Viは色cで塗られている。
· 変化前の色cで着色されたVk(k < nのViの最近隣点)を探し、k<jならばビットが0である。そうでなければ、ビットが1である。
· (i,j,k)をcolored tripleとして検出済みにしておく。

(2) 順番に得られたビット列を並べて識別情報Mを復元する。
CC(ICC)アルゴリズムについて

アルゴリズム自体に、識別情報のビットが1の場合、色を変更し、ビットが0の場合、色を変更しないということが記されている。

CC(ICC)アルゴリズムの適用結果とGCアルゴリズムの適用結果から、色が変化しているビットを1とし、変化していないビットを0とすれば、識別情報を復元できる。

CPアルゴリズムについて

CPアルゴリズムには、識別情報Mのビット数をkとしたとき、floor(log2 c!) < kの場合には失敗することが記されている。つまり、Mの10進数は、cの階乗値を超えない。除算を繰り返し行っていく(c,c-1,...,2,1と割っていく)と最後には商が0になる。

以下に識別情報の復元のフローを示す。

(1) CPの適用結果とGCの適用結果から、色の対応関係でp[1],p[2],…,p[c]を特定する。
(2) 次にp[]からr[]を特定する。

· a[0]=1,a[1]=2,…,a[c-1]=cという配列を考える。

· p[1]について、p[1]=a[i]となるiを見つけ、これをr[1]=iとして決定する。
· p[2]についても同様。

· …
· p[c]についても同様に行った結果、r[]が特定される。

(3) 割り算の余りであるr[]と最後の除算の商が0であることが分かるから、CPアルゴリズムで行ったことの逆算で、Mの10進数値がわかる。

(4) Mを2進数化することで識別情報が復元できる。
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